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(57)【要約】
【課題】一筐体内で回転灯と全体を表示する表示灯を兼
ねる表示機器を実現する。
【解決手段】一筐体内で複数の光源を各ブロックに分け
、ブロック毎に光の回り込みを遮断する仕切板を設け、
ブロック毎に順次点灯させることで回転灯とし、全ての
ブロックを点灯させることで全体を表示する表示灯とす
る。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
一筐体内に複数の光源を配置し、光を遮断する仕切板で各ブロックに前記光源を分け、ブ
ロック毎に順次点灯させることで回転灯とし、全てのブロックを点灯させることで全体を
表示する表示灯とする表示機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、状態を示す表示灯と注意を促す回転灯を兼ねる表示機器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
従来、筐体全体が光る表示灯の場合、筐体内部の全体に光源を配置して全てを光らせる構
成のものがあり、回転灯の場合、筐体内部の外周部に光源を配置して順番に光源を光らせ
て回転灯に見せる構成のものがあった。
【０００３】
また、一台で表示灯と回転灯を両立しているものは、電飾看板の様に中央の筐体で全体が
光る表示灯とし、その周囲に回転灯を別筐体として配置し、光源を順次点灯させることで
回転している様に見せている構成のものがあった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
表示灯と回転灯とを両立するために２種類の光源及び個別筐体を使用する構成ではデザイ
ン性の制限や部品点数が多くコストメリットが低下する。また、一筐体内で回転灯と表示
灯を両立させるために、図１に示すように全体表示灯の外周部の光源１を使用すれば回転
灯として見せられるものの、筐体内部で回転灯の光が全体に漏れて全体も薄く光り回転灯
としての効果が少なくなる。それを補うために図２のように回転灯の周囲に反射板３を設
けて側面を光るようにすると、その光源２は側面に向けては光るが他方向に光らず、その
結果、全体が光らなくなり全体表示灯として使用できなくなる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
上記課題を解決するため、本発明は一筐体内で複数の光源を各ブロックに分け、ブロック
毎に光の回り込みを遮断する仕切板を設け、ブロック毎に順次点灯させることで回転灯と
し、全てのブロックを点灯させることで全体を表示する表示灯とする。
【発明の効果】
【０００６】
本発明により一筐体内で仕切りをブロック毎に設けることにより、光源を順次点灯させる
場合には光源からの光が周囲に漏れず、部分的に鮮明に光らせることができる。また、光
源を全て点灯する場合には、全体を均一に光らせることができる。さらに、回転灯と全体
を表示する表示灯の光源を共通にできコストダウンも可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の解決しようとする課題の状態を示した図である。
【図２】本発明の解決しようとする課題の状態を示した図である。
【図３】本発明の実施形態の構成を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
図３は本発明の実施形態の構成を示した図である。
本体４上に複数の光源５を配置し、光を遮断する仕切り板６で各ブロックに光源を分け、
各ブロックは光源５を光らせた場合の明るさを同一にしておき、光を透過する材料を用い
たカバー７は仕切り板６と接触して本体４を覆うようにする。
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【０００９】
この構成にすることにより、ブロック毎に順次点灯させることで回転灯として使用でき、
全てのブロックを点灯させることで全体を表示する表示灯として使用できる。
【符号の説明】
【００１０】
１・・・光源
２・・・光源
３・・・反射鏡
４・・・本体
５・・・光源
６・・・仕切板
７・・・カバー

【図１】

【図２】

【図３】
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